
 

    静間小だより 
 ～気づき 考え みんなで創り出すⅡ～ 令和８年 ２月号 

「気づき 考え みんなで創り出す」○21  

～校内授業研究会・奈良県の子どもたちとの交流学習～ 
 １月２８日（水），校内授業研究会を行いました。５年担

任の遠藤教諭が授業を公開しました。単元は「四角形や三角

形の面積」でした。５年生は，これまで学習した長方形や平

行四辺形，三角形の面積の求め方を使って，数種類の四角形

（台形やひし形など）の面積を多様な方法で求め，みんなで

考えを交流させていきました。この日の学びを通して，「すでに学習した長方形や三

角形の面積の求め方を使えば，いろいろな四角形の面積を求

めることができること」や「友達と考えを交流することで学

びは広がっていくこと」を実感していくことができたと思い

ます。そして，「活用」と「協働」という今求められている学

び方の意味や価値を実感していくことができたと思います。 

 「こんな考え方でやってみよう。」「こんな方法でやってみよう。」と

いう『気づき』から，言葉や図，式を使って『考え』，考えたことを交

流することで『多様な方法をみんなで創り出していく』授業でした。 
 

 石見銀山学習をしている６年生です。大田市教育委員

会石見銀山課のご支援により，この学習の成果を広く発

信していく機会を設けていくことができました。それ

が，奈良県の興東（こうとう）小学校５・６年生との世

界遺産交流です。 

 興東（こうとう）小学校の５・６年生は，「平城京の歴

史」や「一つ一つの神社仏閣の特徴や由来」などをテーマ

とした探究活動の成果を伝えてくれました。我が静間小学

校の６年生は，「石見銀山の歴史や魅力」，「石見銀山の関

連産業」をテーマとした探究活動の成果を伝えました。 

 遺産は違えども，この交流の共通の成果・効果がありま

した。それは，「学びを通して郷土への愛着や理解，誇り

が深まっていること」，「我がふるさとの遺産を大切に継承していきたいという相手

の思いが，我がふるさとの遺産を大切に継承していきたいという自分の思いに落と

し込まれていったこと」です。ただ，相手の学びの様子を知るだけでなく，自分の

内面に変化をつけていく交流ができたことをうれしく思いました。 

 そして，この６年生の交流学習がきっかけとなり，３・４年生も興東小学校の

３・４年生と交流学習を行うことになりました。興東小学校３・４年生は，「郷土の

祭り」をテーマとした探究活動の成果を，静間小学校の３・４年生は，「ハマナス学



習」の成果を伝えます。５・６年生同様，郷土の伝統や自然を大切に受け継いでい

きたいという思いをいっそう強くしていくきっかけとなる時間になると思います。。 

 成果を伝える「相手」が明確になると，子どもの学びの質は高まります。互いの

学びの交流により，子どもたちはより深い学びを協働的に創り出していくことがで

きるしょう。 

第３回 統合前交流会 
 １月２８日（水）に３回目の統合前交流会を行いまし

た。この日は，五十猛小・鳥井小・静間小の各学年の子ど

もたちが集って交流学習をしました。１年（新２年）は

「一日入学に向けた話し合い・準備」，２年（新３年）は

「静間小児童の『まち探検』の発表会とむかし遊び」，３

年（新４年）は「交流活動と地域に関する社会科の授

業」，４・５年（新５・６年）は「次年度に向けた委員会活動の組織づくり」を行い

ました。関係がいっそう深められただけでなく，協働した学びの楽しさを実感した

り，次年度に向けたやる気を高めたりすることができた機会になりました。 

 これまでの交流会を礎として，「新静間小学校をみんなで創り出していけ

る集団」として，子どもたちには成長してほしいと願っています。 

PTA 研修会～親学プログラム～ 
 １月２１日（水）の授業公開日に PTA研修～親学プログ

ラム～を行いました。テーマは「我が家のルールづくり大

作戦！」でした。家庭はくらしの基盤です。家庭が安定し

ていれば，大人もよい社会生活を送ることができます。家

庭が安定していれば，子どももよい学びと学校生活を送る

ことができると思います。この日の PTA研修会は，自分の

これまでの家庭生活を振り返り，今後の家庭生活のあり方を見つけていく貴重な学

びの機会となりました。PTA研修会の中で，多くのことに気づき，その気づきをも

とに考えたことを，家庭の中で大事にしていただき，家族みんなで温かく，そして

安定感のある家庭を創り出していただきたいと願っています。  

くらしに活きて働く有意義な PTA研修会～親学プログラム～になりました。研修

広報部のみなさん，ありがとうございました。 

学校評価 
 PDCAを回していきながら，計画的に学校経営改善に向

けた取組を行っていくための一資料として活用していく

ものが学校評価です。 

 学校教育重点目標「気づき 考え みんなで創り出す」

の実現に向けて，具体的な方針を掲げて日々の授業づくり

や学級経営，諸々の教育活動を行ってきました。今後も質

を上げながらその取組を進めていくことになります。保護

者の皆様，児童，職員のアンケート結果も参考資料としながら，今年度の学校経営の

成果と課題を洗い出し，今後に向けた改善策等を協議しました。次ページに「アンケ

ート結果」，「成果と課題」，「改善策」を載せています。少々読みづらいですが，ご覧

ください。今後は，学校運営協議会委員の皆様方からご意見をいただき，「気づき 考

え みんなで創り出す」学校統合後の学校経営につなげていきます。              

学校評価を受けた改善策協議 



大田市立静間小学校

結果と課題の説明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　             　　　　　　　　　　　　　　○成果
　　　　　　　　　　　　　　     □提案
　　　　　　　　　　　　　       △課題

価値あ
る学習
課題・
めあて
の醸成

・導入で知りたいこと，考えたいことを板書して気づきの共有を図る（１年）
・具体物や体験を取り入れ，気づきを促し，学びへの主体性を引き出す（１年）
・「なぜ」「どうして」を生み出す（１年）・考えたくなる「問い」と出合う（１年）・つぶやきを拾い，学びにつなげる（１年）
・言語活動の充実と問いかけの工夫（２年）・教具の工夫とICTの利用により，気づくを促す（２年）
・児童の実態を見とり，単元の中で働かせたい見方，考え方を導く（３・４年）
・導入時には，実生活や他教科との関連をもたせた学習課題を設定し，学びへの価値を生み出す（３・４年）
・既習事項の振り返り，前後の問題の違いを問うことにより，働かせたい見方・考え方を導く（３・４年）・生活場面や他教科と関連した問題を設定し，
思考していくことで，単元の価値に気づかせていく（３・４年）
・前時の想起により，学びのスターラインをそろえたい（５年）
・レディネスをはかり，学びの実態を把握した上で単元計画を立てていきたい（５年）
・既習を振り返る場面を設け，学習のゴールの見通しをもたせる（５年）・適用問題やミニテストにより，今の自分に向き合えるようにする（５年）
・他教科とつなげた学習課題を意識する（６年）
・生活に活かすことができる場面をしかける（６年）
・「対話」の中から，児童とともに学習課題を設定する（６年）・児童から生まれた問いを全体に広げる（６年）
・多様な教材教具は有効であったため，続けたい。定着に向けたドリルや電子教材の使い方は工夫していきたい（専科）
・興味関心をかきたてる教材教具の工夫（専科）・既習事項や生活体験を想起させる効果的な「問い」と気づきに対する肯定的な評価言（専科）・気づき
が得られるよう，多様な発表方法を用いる（話す・聞く・ICT）（専科）
・睡眠習慣をはじめ，基本的な生活習慣の定着を図るしかけを工夫する【便り・掲示・主体的な委員会活動】（養護）

「やってみた
い。調べたい。
こうしたい。こ
うやればできそ
うだ。など思い
をもって学習し
た」

80 100 94 85 A

〇学級の児童の実態に合わせた授業展開（視覚効果のある導入）から、興味・関心をもち、問いの解決への明確な意識をつくる。
〇帰りの会の際に「今日のなかま見つけ」を行った。友達の一日の様子を振り返り、学級目標に向かっていた姿を発表した。
○能力ベイスの授業を実践することで、学習の系統や、「どのような力を身に付けるのか」を基にした学習課題・めあてを指導者とと
もに作ることができるようになってきた。
〇既習内容を振り返ることができるように掲示物や板書の工夫に取り組むことができた。
〇児童とともに「めあて」を考えたり、児童の気づきや疑問から「めあて」を決めたりすることができた。
〇児童が学習に意欲を持てるよう、魅力ある学習課題や教材教具を準備することができた。
△新しい問いや単元と出会ったときの、課題解決のこだわりやわくわく感を引き出しきれていないことができないときがあった。
△次の授業の関係で帰りの会が、短くなってしまい「今日のなかま見つけ」を行えない日も多くあった。
△学習の見通し（ゴール）を持たせるような取組は不十分であった。
△付けたい力を明確にした単元構成が十分にはできなかった。
△学習意欲を引き出すような課題設定がうまくできなかった。
△児童の声（ことば）から本時のめあてをつくっていくことを意識したい
□遊びを取り入れた活動を取り入れる。
□発言が少ない子の思いや考えを、ICTやワークシートなど多様な方法で拾っていく。

・これまでの方法にとらわれず、ＩＣＴや子どもの生活場
面から子どもの気づきやすい方法を探ってみる。（統合も
かかわり、子どもが言いにくい場面があるかもしれない）

自分たち
の暮らし
をよりよ
くするた
めの課題
を見つけ
る

・学級のミニ目標を子どもたちが決めていくようにする（１年）
・行動の変化や成長に価値をつけ，新たな気づきをしていくきっかけとする（１年）
・くらしから生活目標を立てる（１年）
・学級目標を指標に，クラスの現状を振り返る（２年）・係活動を通して，クラスが前進する考えがもてるきっかけをつくる（２年）
・居心地のよい学級（いじめを許さない）をめざす（３・４年）
・振り返りから「気づき」を引き出し，学級目標や月のめあてに向かっていく（３・４年）
・学級目標や今月のめあてを振り返り，さらに学級をよりよくするための気づきを引き出す（３・４年）・友達のよいところに気づく機会を設け，良好な
人間関係を築いていく（３・４年）
・「気づき」を共有して，みんなで取り組んでいくことを話し合っていきたい（５年）
・PC日記に「友達・学級・学校」の視点での振り返りのスペースを設ける（５年）
・振り返りで出た意見を掲示していく（６年）
・「気づきメモ」を作成する（６年）
・振り返りの時間を設定する（学校・学級）（６年）
・日々の気づきを見えるところに記録する（６年）・見通しのある行動ができるように学校行事予定カレンダーに書き込み，掲示する（６年）
・学級ごとの目標設定をしていただいた。事案への対応も「気づき」を促しながら進めていただいた。１学期の方針で進めたい（専科）
・生活目標を学級に下ろし，取組を検討してもらう。気づきの機会とする（専科）・事案を指導につなげる好機ととらえる職員室の雰囲気づくり　児童が
問題の本質に気づく「問い」を大切にする（専科）

「学級や学校，
自分のくらしを
よりよくするた
めの課題に気づ
くことができ
た」

80 100 76 76 B

〇ミニ目標を決めて、短い期間で取り組むことができた。
〇ICTを活用することで活動の意欲付けにつながった。
○６年生が主体となって、学校全体の課題に気付き、それを自分たちなりに改善する方法を考え、実践することができた。
○週末のPC日記に振り返りのスペースを設けることに取り組んだ。友達、学級、学校の観点で行った。振り返りから課題を見つ
け、解決方法をみんなで考え、取り組むことができた。
○児童会活動として学校の課題を見つけ、計画を立てて実行をすることまで児童主体で進めることができた。
〇学校全体の生活目標と、それにつながる学級の目標設定ができた。
△自分たちの課題を見つけることまでは至らなかった。（教師と一緒に考えた。）
△　友達の呼び方やあいさつなど、自分たちの課題に気づきにくい。
□６年生の実践を主体に、各学級で実践を行うことができると（又は、月ごとの学級目標とリンクさせると）、自分たちのくらし
を作り上げていくイメージがもちやすいのではないか。
□　児童が自分たちの課題に気づけるよう、他者（教師、保護者、地域）の声を児童に届ける。

・毎月の生活目標のふり返りを具体的に行い、視点を絞った改善策
を考える。
・他者（教職員、地域の人）の声を伝える。
・いろいろな取組が学校教育目標の達成のためにつながっていく仕
組みは必要である。（やりっぱなしにしない）
・児童会（R８は運営委員会？）を中心として、学校全体の目標達
成から各学年や学級に下して取り組む方法を考えていきたい。

「気づ
き」をも
とにし
て，自分
の方法で
最後まで
考えき
り，伝え
きる

・問い返しにより，根拠をもった思考を促していく（１年）
・多様な表現を通した思考を経験として積む（１年）
・考えた理由を説明させる（１年）・「問い返し」により，思考を広げる（１年）
・自分で考え．導く→既習内容や表現内容の明確化・「なぜ」「どうして」の問いかけ（２年）・自分の考えを説明できるようにする（２年）
・図表や数直線に落とし込み，考え，整理していくことができる学びを積極的に行う（３・４年）
・図表や数直線を描く機械を積極的にとり，扱うことができるようにする（３・４年）・板書の工夫により，ノートに工夫して記録できるようにする
（３・４年）
・自分の言葉で「言える。書ける」ことを意識した指導により，自分の考えを築けるようにしたい（５年）
・既習事項など，根拠をもとに考える指導を大切にする（５年）・言い切る，書ききることを大事にする（５年）・思考のきっかけとなる環境や教材を工
夫する（５年）
・自分の考えを表現する活動を大切にする（６年）
・成果物を自分で価値づけることで考えをより深めていく（６年）
・根拠を明確にすることを大切にし，聞く人が納得できる説明ができるように指導する（６年）・振り返りの時間を設け，良い点や改善点だけでなく，う
まくできた理由，うまくできなかった理由を考え，次に活かしていく（６年）
・「ふきだしくん」というサイトは友達の考えを参考にしながら自分の考えを深め，書きこむことができるため有効だった。自力思考や解決が困難な児童
が力を発揮できる場面を１時間の中につくりたい（専科）
・考えを表すことができるように，付箋，ワークシート，思考ツールを活用する（専科）

「自分の方法や
考えを大事にし
て学習し，最後
まで伝えきり，
やりきることが
できた」

80 90 78 87 A

〇言葉、図、式、半具体物をつなげて考える姿がみられた。
〇自分たちの気づきから4人で自分たちの方法でやってみようとする姿がみられた。
〇算数の学習で、かけ算の説明をする活動に重点を置いた。模範の説明の仕方を示しながら、子ども達もよりよい説明の仕方につ
いて模索していた。
○一人一人が自分の考えをもつこと（時間も）を大切にすることで、その子なりに最後まで考えきる、書ききる、伝えきる習慣が
身に付きつつある。
〇「最後まで自分の言葉で言いきる、書ききる」指導を継続して行った。多くの児童が意識してするようになってきた。
○児童会活動で、学校の課題を解決するために、全校に働きかけることができた。
○各行事では、過去の取り組みに囚われずに、子ども達から出た案を最後までやり遂げることができるようにサポートした。
〇個やグループで考える時間を確保し、多様な表現方法を用いることができた
△活動の単調化、比較意見の数などが影響されてしまう場面もあった。
□「なぜ」「どうして」の問い返しをすることで子ども達の言葉で深めていくことができるような環境をつくっていきたい。

・その単元の山となる授業での問い返しを大切にする。
・自分の考えを表現する前に、一度書く活動を取り入れ、
自分の考えに落とし込む。

学級・学
校生活を
よりよく
するため
の方法を
考える

・指示を少なくし，子どもの判断と決定を大事にする（１年）
・「絵・写真・言葉」により，学びとくらしをルーティン化する（１年）
・振り返りや係活動から気づいた課題のついて，みんなで立ち止まって考える（２年）・スキルトレーニングを活用し，解決策を考える（２年）
・気づきから，よい方法やルールを子どもたち自身でつくっていく（３・４年）
・係や当番活動について，定期的に学級活動での話し合いや振り返りを行う（５年）
・学級活動での話し合いの場を設定する（５年）
・生徒指導主任と連携して児童会活動を行う（６年）
・学校，学級の問題についての話し合いの時間を十分にとる（６年）・必要に応じて児童会活動につなげる（６年）
・目標について考え，振り返ることを丁寧にしていただいた。児童の成長という視点で事実確認，指導，連絡，報告など，早期の対応をしていただいたの
で続けたい（専科）
・生活目標を学級に下ろし，取組を検討してもらう。課題解決の方法や取組を考えるとする（専科）・事案を指導につなげる好機ととらえる職員室の雰囲
気づくり　自分のあり方を考える機会とする（専科）

「学級・学校を
よりよくするた
め，自分なりに
方法を考え，改
善に向けた取組
をしていた」

80 100 68 67 B

〇活動化をルーティン化し、自分たちで動くことができるようにした。
〇振り返りの場面で、感想をつたえあう時間を大切にした。
○主体的に考え、伝えようとする姿が多くみられるようになってきた。
〇必要に応じて学級活動での話し合いや振り返りの場を設けて実践した。自分たちなりの方法で学級の課題解決を目指し、取り組
んでいた。
○児童会活動を中心に、学級活動で話し合いを重ね、全校を動かす取り組みを行うことができた。
△子ども達自身は、係活動へ意欲的に取り組んでいた。しかし、活動がうまく実行に移せていないことも多くあった。
△この項目については、教師と、児童・保護者の間で評価に大きな差がある。日常の人間関係やさま
ざまな生徒指導事案に対し、問題解決の仕方や決着に不満があるのかもしれない。
□その際にどうしたらよりよくなるのか話し合いの場を設けたり手段を提示することができたらよかった。
□事実確認を丁寧に行い、本人の納得と保護者の理解のもとで、適切な指導を行う。

・各学年に応じた話し合いの話型をつくる。
・話し合う場、機会の設定（代表委員会など）。「静間っ
子タイム」など名前を付けると馴染みやすいかもしれな
い。
・ＰＤＣＡサイクルを回し続ける。⇒児童が実感をもてる
ようにフィードバックまで適切に行っていく。

協働し
ながら
学びを
深める

・子ども同士がつながり，話し合いができる話型とアンテナカード？を作成し，活用することで，学び合いを促す（１年）
・学びのゴールを共有する（１年）
・話している人を見て聞く指導（１年）・最後まで聞く（１年）
・互いの考えのよさを認め，学びにつなげる→人の話を聞く，話し方の土台づくり，考えの共有（２年）
・ペアやグループで話をして，考えを表現する習慣を身につけたり，多様な考え方にふれたりできるようにする（３・４年）・安心して学習ができるよう
に，話し方．聞き方，考えを広げたり深めたりする問いかけをする（３・４年）
・友達がかいた図や式を用いて，友達の考えを説明できるようにしたい（５年）
・ペアやグループで考えを交流していく場を設ける（５年）・他者が伝えたかった内容を自分の言葉で説明し，思考を広げたり深めたりしていく（５
年）・自分の言葉でまとめをしていく（５年）
・お互いのよかったところを認め合う機会を設定し，学びに活かす（６年）
・提案，計画，準備，実行，振り返りまでを自分たちで最後までやり遂げる経験を積み，貢献している実感を得ることができるようにする（６年）・一人
一人に活躍の場があるように設定する（６年）・一人一人のがんばりを集団で認め合えるように声をかける（６年）
・ペアやグループでの学び合いは，ねらいに向かっていく効果を生み出した。学びの足跡が残せる振り返りをしたい（専科）
・どの子の考えも課題解決につながるコーディネートをする（専科）・成長を認め合い，喜び合えるよう，教え合いや助け合いを促す（専科）・みんなで
見つけた「知」や解決した課題を掲示して，学びの足跡を残す（専科）

「友だちみんな
で考えを伝え合
い，よい学習が
できた」

80 100 84 89 A

〇4人で一つの問いに向かって考え、試したり、結論を導いたりしようとする時間の設定。
〇係活動を中心に、4人でつながり合い、協力しあい、くらしを楽しくよりよくしようとする姿がみられた。
○友達の意見から学ぼうとする姿が見られるようになってきた。
〇何事も全員で取り組もうという意識を大切にして活動に向かうことができた。
○学級全員が納得するまで話し合うことを大切に、何が学級や学校で問題が発生したときは、全員で話し合う時間を多く設定した。
〇どの子も学習に参加し、一人一人の思いや考えが生かされている。
〇教え合いや助け合いの姿が見られる。
△4人での活動の役割の振り分けをしても、立ち回りが固定化されていますときがあった。
△子ども達は、「〇〇さんと似ています。」という発言をもとに友達の考えを大事にしながら、発表をしていたが、それをうまく広げていく
ことができなかた。
△どの児童も授業に参加している実感をもつことができるように、適宜学習形態を変えて学習指導を行ったが、「学びを深める」まで十分な
指導はできなかった。
△協動的な学びの良さをもっと価値づけできていきたい。
△自分達だけで振り返らず、在校生の評価や意見も取り入れるふりかえりの時間を設定できるとよかった。

・来年度、児童数が増えるのでグループ活動を活用し、子
どもたちの中で学び合う機会を増やす。

合意形成
を図りな
がらより
よい学
級・学校
生活を創
る

・１日の振り返りを記入し，よさや課題を共有する（１年）
・場面ごとに振り返り，学級スローガンの浸透を図る（１年）
・考えたことを実践していく（２年）・実践したことを振り返り，改善点（気づき）を次につなげていく（２年）
・誰もが納得できる考えを導き出そうとする姿勢を認める（３・４年）・過程の努力や協力の姿勢を認める（３・４年）
・一つの活動が次につながっていくように，自分たちでめあてを創り，自分たちの言葉で振り返りができるようにする（５年）
・学級活動で振り返る場を設ける（５年）・自分たちでめあてをつくり，自分の言葉で振り返るができるようにする（５年）
・学級目標とめあてを結び付ける。活動の中で生み出した成果をことで実感できるような振り返りをする（６年）
・学級づくり，学校づくりのPDCAサイクルを児童の中に定着させる（６年）・振り返りの板書を掲示し，いつでも見返すことができるようにする（６年）
・児童が課題に気づき，児童会を中心に解決していけるように６年生と対話をしたい。児童会の機能により，静間小の安定感を醸成したい（専科）
・生活目標や振り返りを校内に掲示し，全校で意識して取り組めるようにする（専科）・学校のくらしづくりについて，児童総会などをきっかけとしてし
ながら自治的な活動を促していく（専科）

「学級や学校の生
活をよくするため
にみんなで活動
し，その成果やみ
んなの成長を実感
していた」

80 90 76 78 B

〇関わりの中で、思いを伝え合い、お互いが楽しく活動できるよう折り合いをつけようとする。
〇4人で同じ目的をもって、遊びを楽しむ姿があった。
〇学級や学校行事で互いが共通のゴールを意識しながら支え合って活動を進めることができた。
△最後まで聞くことはできたが、発言をつなげていくことが難しいことがあった。
△振り返る時間をしっかりと設けることができず、改善につなげることができなかった。
△　相手の気持ちがわかりにくい児童、指導を素直に受け入れることが難しい児童がおり、特性に応じ
た指導をしていく必要がある。
□月ごとの学級目標や地区班会で話し合う内容が、児童の実態や児童の気づきとリンクしていると、児童の話し合いが児童の暮らしにより生
きるのではないか。
□特性のある児童への有効な指導方法に関する職員研修を行う

・話し合う場、機会の設定（代表委員会など）。「静間っ
子タイム」など名前を付けると馴染みやすいかもしれな
い。
・特性のある児童への有効な指導方法に関する職員研修を
行う

○授業づくりと学級づくりの充実により，よりよい人間関係を築く。
○日常的なかかわりを大切にし，相談しやすい保健室の雰囲気をつくる（養
護）

「友達といっしょ
に楽しく仲良く勉
強したり，学級を
創ったりして，仲
間をつくることが
できた」

90 100 92 89 B

〇友達のよいところみつけ（教師も一緒に）で、言葉をつなげあい、がんばりを認める時間を設定した。
〇トラブルがおきたときは、自分自身と相手の行動や気持ちを確認しあい、折り合いをつけることができるように声掛けをし、4人で解決でき
るようにした。
〇どんなトラブルでも、時間をかけて子ども達から話を聞き、指導することでいじめ防止につなげることができたと感じている。
○道徳が学活、その他の教科を通して、一人一人の良さや頑張りを認め合ったり、一人一人の違いに目を向けたり、一人一人が安心・安全に
暮らすことができる学級づくりについて話し合ったりする中で、他者を意識して生活する様子が見られるようになった。
〇日常生活の様子の把握、学習成果物のチェック、QUシートの活用等をしながら、いろいろな角度から児童の変化をとらえ逃さないように心
がけて取り組むことができた。
〇小さな問題も起きた出来事を詳細に聞き取り、できる限りはやく対応することができた。
〇教育相談や保健室対応を丁寧にしている。相談窓口などの告知をしている。
△日々のちょっとした言葉遣いをもう少し丁寧に指導するべきだった。
□人間関係や学校生活の変化が大きい統合初年度は、相談や見守りの体制を家庭、地域、行政（SSWなど）と連携して手厚くつくっていく必要
がある。

・理解教育などを活用し、児童同士をつなげていく。
・トラブルなども学級の問題としてとらえ、学級を育てて
いく。学級の中で、子どもたちで解決できる力をつけた
い。

○子どもの学びのプロセスの中に，単元や学習内容の特質を考えながら，タ
ブレットや本を使うことを方法として選択できるしかけをしていく。
○授業におけるＩＣＴ活用研修を行い，知識や技能に幅をもたせていく。

「前とくらべ
て，タブレット
や本を使って学
習する時間がふ
えた」

80 90 70 33 C

〇図書館司書の協力を得ながら、国語科等で図書館を活用することができた。
〇読書ノートに意欲的に取り組む姿がみられた。
〇タブレットやデジタル教科書を使うことで、授業準備の効率化を図ることができた。また、子ども達自身もより意欲的に学ぶことができていた。
〇図書を活用した授業を行うことで、情報を抜き書く学習に慣れることができた。
○ＩＣＴを使う習慣が身についてきた。後半は、自分で手段を選択してまとめたり表現したりできるようにもなった。
〇必要に応じて活用することができた。
〇１日の内必ず１時間以上ＩＣＴを活用した授業を行った。
〇単元によって、関連する資料を使って調べたり教室に本を置いたりした。
△表現方法の一つとして使用することはあったが、活用まで達することはできなかった。
△まなびポケット等まだまだ学習で活用できるものがあるが、自分自身がまだ不慣れであることから活用することに消極的になってしまった。
△司書教諭としてより図書館を有効的に活用した授業展開を行っていきたかった。
△図書館活用を計画的に実施できなかった。
△児童や保護者が、ICTを活用している実感を持っていない。
□初歩的なＩＣＴ活用の研修を受けたい。
□学期に１回など、図書館を重点的に活用する単元を設定しておくと、図書館活用の意識が向上するのではないか。
□ICT活用研修を行い、活用場面を学習公開日に公開する。R7はパソコンの更新もあるので、ICT活用を研究主題にして取り組んではどうか。

・大人も子どももICT活用に慣れる場がほしい。
・各教科とのICTの相性を具体的に探る。
・図書館を活用した授業のワークシートを用いる。
・活用研修（教員のスキル向上）をして、学ぶ機会を設ける。
・図書館活用授業を発信していく。
・親子読書の取組など、保護者の方の参画を促していく。
・どのような場面で活用しているかを周知するお便りを発信す
る。正しく活用するためにも、家庭での見守りに協力いただける
ようにする。

○重点目標を視点とした業務の見直しと改善（１２月業務改善協議）

「授業・学級経営が
充実している。」
「プライベートが安
定している。」「家
庭で休めている。」
と実感できている教
職員の割合が９割以
上

80 100 A

〇やるべきことの優先順位をつけ、見通しをもてるようにした。
〇職員室内で出てくるつぶやきを大切にし、自分の行動へとつなげた。
○業務の取り組み方に軽重をつけることを意識した。
〇自分なりのタイムマネジメントをして業務を進めることができた。
〇会議や行事の精選が十分なされている。
△子供の体調不良に合わせて休むことも多く、溜まっていく仕事をうまくこなすことができず、授業準備も思うようにいかなかっ
た。
△仕事に優先順位をつけて計画的に実施できず、授業づくりに時間を割くことができなかった。
△単元の見通し、教科横断的な視点をあまりもつことができず、行き当たりばったりになることが多かった。

・業務改善協議で決まったことを実践する。

　　　　　　　　　令和７年度　「学校評価シート」             
【学校教育目標】 　「自ら学び　心豊かな　たくましい　静間っ子を育てる」

【学校教育重点目標】 　「気づき　考え　みんなで創り出す　　～子ども主体の学びの文化・くらしの文化の創造～　」
【めざす学校像・教師像】   「安心して学べる学校」｢信頼される学校」「よさが発揮できる学校」・「笑顔で協働できる教職員」「信頼関係を築き，温かい人間関係を育む教職員」「学び続ける教職員・積極的な研修参加」「自立した教職員」

評　価　計　画 自己評価

改善案中期経営
目標

短期経営
目標 達成のための方策 評価指標

目
標
値
　
％

職
員
％

児
童
％

保
護
者
％

評
　
価

（気づき）

自分で問
いを立て
る力の育
成

（考え）

思考，表
現し，解
決のため
に学び，
行動する
力の育成

（みんなで
創り出す）

人とつな
がり、協
働しなが
ら解決・
創造して
いく意
欲・態度
の育成

いじめ防止に向け
た取り組みの充実

学びの基盤となるＩ
ＣＴ活用と図書館活
用の充実

授業の質の向上と
ワークライフバランス
を確立するための業
務改善

《評価》

A:(十分達成した）

B:(おおむねできたが今後も改善が必要）
C:(改善が必要）




